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「
新
元
号
は
『
令
和
』」。
４
月
１
日
に
政
府
発
表
が
あ
っ
て
か
ら
、
ど
こ

と
な
く
日
本
中
が
改
元
ま
で
の
１
か
月
を
そ
わ
そ
わ
と
過
ご
し
て
い
る

感
が
あ
り
ま
す
。
平
成
の
時
代
が
４
月
３
０
日
で
終
わ
る
寂
し
さ
と
、
５

月
１
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
令
和
の
時
代
へ
の
期
待
が
混
ざ
り
合
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
わ
そ
わ
感
の
原
因
は
、
た
ぶ
ん
も
う
１
つ
。
日
本
有
史
以
来
、
初
め
て

と
な
る
局
面
に
私
た
ち
が
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
読
売
新
聞
４
月
１
日
首
都
圏
版
夕
刊
が
「
今
後
１
か
月
は
『
平
成
』

と
新
元
号
が
事
実
上
、
併
存
す
る
形
と
な
る
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。 

元
号
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
か
つ
て
も
あ
り
ま
し
た
。
南
北
朝
時
代

に
朝
廷
が
分
裂
し
て
、
南
朝
と
北
朝
が
そ
れ
ぞ
れ
の
元
号
を
制
定
し
た
と

き
で
す
。
「
し
か
し
、
前
の
元
号
が
使
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
次
の
元
号
を

あ
ら
か
じ
め
公
表
し
た
例
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
と
さ
れ
、
元
号
史
で
は

『
異
例
の
事
態
』（
専
門
家
）
と
な
る
」
と
、
同
紙
は
続
け
て
い
ま
す
。 

「
新
元
号
を
事
前
公
表
す
る
こ
と
で
、
皇
太
子
さ
ま
の
即
位
と
の
間
に
１

か
月
の
ず
れ
が
生
じ
る
。
皇
太
子
さ
ま
は
、
自
ら
の
即
位
後
に
使
わ
れ
る

元
号
を
定
め
る
政
令
に
署
名
さ
れ
る
機
会
も
な
い
」
。
読
売
新
聞
は
そ
う

書
い
て
、
保
守
派
か
ら
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
懸
念
を
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
杞
憂
に
終
わ
り
そ
う
で
す
。
戦
争
の
あ
っ
た
昭
和
、
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
平
成
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
来
た
る
令
和
が
素
晴
ら
し
い
時

代
に
な
る
よ
う
、
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

休業しておりましたショップサイトを再開しました 

ご利用をお待ち申し上げております。 



 

 

 

 

 

若いころ読んで、こういう話だったという固定観念が出来てい

る文学について、長じてから「いや、実はあれはこういう話で

……」 と改めて聞かされ、ハッと驚かされることがある。最近

もそんな経験をした。作家の三田誠広が書いた読書エッセイ

「小説を深く読む ぼくの読書遍歴」（２０１８年１１月、海竜社

刊）を読んでいて、こんな一節に出会ったのである。 

作品は志賀直哉の「小僧の神様」。三田はこの小説を中学の

国語の時間に教科書で習った。当時は「秤屋の小僧さんの物

語だ」と思ったが、後になって思い直す。「いや、そんなふうに

受け止めるのが間違いのもとなのだろう。あとで述べることに

なるが、この作品は、若い貴族院議員の知識人にありがちな

傲慢な自意識がテーマになっている。だから作品の主人公は

議員のほうで、小僧さんは脇役にすぎないのだ」 

思わずアッと声が出た。こちらも子供のころからずっと、神様と

も言うべき大人に出会った小僧が主人公の話だと思い込んで

いたからである。だから三田が次のように続けているのを読

んで、狐につままれたような気持ちになった。 

「とはいえ、こちらは中学生だ。教科書に出ているくらいだから、

中学生向けの作品だと思い込んでいる。当然、秤屋の小僧さ

んが出てくると、小僧さんのほうに向かって気持が傾いてしま

う。わが身を小僧さんに置き換えて、小僧さんの不思議な体

験をわがことのように体験してしまうのだ」 

「体験してしまうのだ」――って、これはまさにその体験をさせ

るために書かれた小説なのではないか？ 寿司は当時、高価

な食べ物であって、住み込みで働く小僧にはとても食べられる

ものではなかった。実際、小僧の仙吉は恐る恐る屋台の寿司

屋に入り、いったんつまんだ寿司の値段を聞いて、持ち合わ

せが足りずにそれを戻すという失態をやらかしている。その様

子をたまたま居合わせて見ていて、そのとき小僧に寿司を食

べさせてやれなかったことを悔やんでいたのが、Ａという貴族

院議員である。そのＡが後日、秤屋で買い物をした折に、同じ

小僧を偶然見かけた。今度こそ小僧に腹いっぱい寿司を食べ

させてやりたいと思ったＡは、まさしくそのようにした。 

どこを取っても善行ではないか。仙人だかお稲荷様だか分か

らないけれども、小僧にとってＡは自分の心の中を読んで寿

司をたっぷりご馳走してくれた「神様」に他ならない。そしてこ

の小説を読んでいる、親から小遣いを満足にもらえないであ

ろう中学生にとっても、Ａの行いは神様の所業に映るに違いな

い。しかし三田はそこに作品の本当のテーマはない、という。 

三田の言う「貴族院議員主人公説」の根拠は、次のようなとこ

ろにあるのだと思う。確かに作者の志賀はこう書いている。小

僧に寿司をご馳走した直後のくだりだ。 

「Ａは変に淋しい気がした。自分は先の日小僧の気の毒な様

子を見て、心から同情した。そして、出来る事なら、こうもして

やりたいと考えていた事を今日は偶然の機会から遂行出来た

のである。小僧も満足し、自分も満足していいはずだ」「ところ

が、どうだろう、この変に淋しい、いやな気持は。なぜだろう。

何から来るのだろう。ちょうどそれは人知れず悪い事をした後

の気持に似通っている」「もしかしたら、自分のした事が善事

だと云う変な意識があって、それを本統の心から批判され、裏

切られ、嘲られているのが、こうした淋しい感じで感ぜられる

のかしら？ もう少しした事を小さく、気楽に考えていれば何で

もないのかもしれない。自分は知らず知らずこだわっているの

だ」 

このくだりを読むと、三田の主張ももっともであると感じられる。

「貧しい小僧さんにご馳走してあげる。それは『偽善』ではない

のか。たかが寿司をご馳走したくらいでいい気分になっている

自分というものが許せない」と、三田は書いている。「貧しい小

僧さんを喜ばせるという、いいことをしたはずなのに、何だか

いやーな気分になってしまう。そういう『自意識』のいやらしさ

を描いているのだと、国会議員の側に立って読めばわかるこ

とで、これを中学生の教科書に載せたりするから、話がややこ

しくなってしまうのだ」と、なかなか手厳しい。 

ここで引っかかるのは、主人公であるはずの貴族院議員Ａに

名前がなくて、脇役のはずの小僧に仙吉という立派な名前が

つけられている点だ。1人の貴族院議員そのものではなく、一

般的な知識人にありがちな傲慢な自意識がテーマだから、あ

えてアルファベットにしたのかもしれない。少年Ａが未成年犯

罪者一般を指すことにも通じようか。しかしそれでは脇役であ

る仙吉に名前がつけられていることの説明にはならない。 

もしかすると志賀はこの善行に対して、偽善ではないかという

知識人の自意識と、それを神様の所業だと感謝する小僧の

気持ちを、秤にかけて小説を書こうとしていたのではないか。

仙吉が秤屋の小僧だからシャレで言うわけではないが、知識

人の偽善の自意識が重いか小僧の感謝の気持ちが重いか、

どちらに天秤の針が振れるが真のテーマなのではないか。 

「小僧の神様」で注目すべきはラストである。作者の志賀は、

Ａがデタラメに書いた番地と名前を教えてもらって、小僧が訪

ねていくくだりを書こうと思ったという。ところがそこには人の住

まいがなく、小さい稲荷の祠だけがあって、小僧はびっくりした

――と。「しかしそう書く事は小僧に対し少し残酷な気がして

来た。それ故作者は前の所で擱筆する事にした」と物語を終

えている。それを書く前に筆を置くと作者自身が書いているの

だから、これはいわば最後にメタフィクションに転じる物語であ

る。知識人の自意識が勝ったわけでもない。偽善を信じる小

僧の感謝が勝ったわけでもない。その両者を秤にかけて小説

を書いていた志賀にも、メタフィクションにしなければ決着のつ

かないテーマだったのだ。(こや) 

 


